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特記事項

札幌のセンターパスにより試合開始｡始まりから札幌が果敢に攻め学芸のゴールを脅かすが得点には結びつかず｡札幌

優勢と思われたが11分ゴール前で待ち構えた学芸#9古谷がこぼれてきたボールを押し込み先制｡勢いに乗った学芸は
12分散選手裏で構えていた#14今西にボールが渡り振り向きながら打ったシュートが決まり2点目が決まる｡その後

中盤での攻防が続き2得点差のまま後半-｡後半札幌は点を取りに行こうという勢いがみられたスタートだったが39
分足の速さを活かした学芸#9古谷のドリブルが起点となり親0石田が3点目を得点｡札幌は#7日戸親1関川を中心に
攻め入るが学芸DF陣に阻まれる｡ 63分#12那須野が待望の初得点｡終了間際札幌がPCを獲得したが枠を捉えること
ができず3-1で学芸が準々決勝に進出を決めた｡


